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会津坂下農業普及所 新所長挨拶 

４月１日に会津坂下農業普及所に着任しました鈴木淑彦

と申します。両沼地方の農業者及び農業関係者の皆様には、

日頃から地域農業の振興にご尽力いただいておりますこと

に敬意を表しますとともに、農業普及事業へのご理解とご協

力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 近年は異常気象続きであり、昨年度におきましては７、８

月に記録的な高温に見舞われ、今年の春も４月下旬から５月

上旬にかけて低温続きと、農業者の皆様には毎年のように気

象変動の大きい中で、農作物の管理に大変ご苦労されている

こととお察しいたします。 

 さて、あの大震災から２年４ヶ月が経過しましたが、こ

の間、きめ細やかな農産物モニタリングや昨年から始まった米の全量全袋検査など、農

業者の皆様をはじめ関係者が一体となりまして、不断の努力を重ねてまいりましたことに

より、放射能汚染や風評被害の影響を少なからず受けておりました会津産農産物の安全性

に対する信頼は徐々に回復してきております。 

 県では、今年を「実行の年」としており、３月に策定した「ふくしま農林水産業新生プ

ラン」の初年度として、大震災及び原子力災害からの復興はもとより、以前よりも豊かで

魅力ある農業・農村を創造していくための様々な施策に取り組んでまいりますが、その牽

引役として会津地方に大きな期待が寄せられております。 

 普及所といたしましては、引き続き徹底した放射能の吸収抑制対策や農産物のモニタリ

ング、米の全量全袋検査について支援してまいりますとともに、担い手対策や６次化推進

に加え、園芸産地復興を新たな課題として野菜、花き等主要品目の振興に農業者の皆様や

関係機関・団体と一体となった取り組みをしてまいります。 

 職員一同、地域と農業者の皆様のお役に立てるよう全力で取り組んでまいりますので、

今後ともご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げまして就任のごあいさつとさ

せていただきます。 

 

(所長 鈴木淑彦
すずきとしひこ

) 



本年度の園芸作物のモニタリングについて 

本年度も県内で生産販売される野菜・果樹の必須品目(下表)についてモニタリングを継

続して実施しています。 

さらに、管内町村、生産者団体でも、独自に放射性物質の分析体制を整えて、きめ細か

い分析を行なっています。当普及所では町村、ＪＡ等と連携してモニタリングを行い、よ

り安全・安心なおいしい農産物の提供を目指していきます。なお、園芸作物のモニタリン

グに関しては普及所、町村、ＪＡにお問い合わせください。 

表 平成２５年度の必須品目（主要品目・摂取量の多い品目等） 

野菜             果樹     

★ アスパラガス ★ サヤエンドウ ★ トウモロコシ ★ ブロッコリー ★ イチジク ◇ ブルーベリー 

★ イチゴ ◇ サンショウ ★ トマト ★ ホウレンソウ ◇ ウメ ★ 西洋ナシ 

◇ エゴマ（実） ◇ シソ(実） ★ ナス ★ ミニトマト ◇ オウトウ ★ 日本ナシ 

◇ カボチャ ◇ ジネンジョ ○  ニンジン ◇ ミョウガ ◇ カボス ★ ブドウ 

○ キャベツ ★ シュンギク ★ ニラ ◇ モミジガサ ★ カキ ◇ ミカン 

★ キュウリ ★ 
スナップエン

ドウ 
★ ネギ ★ モロヘイヤ ◇ 

キウイフ

ルーツ 
★ モモ 

◇ 
ギョウジャニ

ンニク 
◇ セリ ○  ハクサイ ◇ レンコン ◇ ギンナン ◇ ユズ 

★ グリーンピース ★ ダイコン ★ バレイショ ◇ ワサビ（根） ◇ クリ ★ リンゴ 

◇ コマツナ ○  タマネギ ★ ピーマン ★ 花ワサビ ◇ スダチ     

○  サツマイモ ★ タラノメ ◇ フキ ★ 葉ネギ ★ スモモ     

○  サトイモ ★ ツルムラサキ ◇ フキノトウ ◇ 葉ワサビ         

★ サヤインゲン 
    

    
    

※★の品目は野菜指定産地、特定野菜、県単青果物価格補償対象品目等本県の主力品目。 

※◇の品目は H24 年度のモニタリングで放射性セシウムが 50Bq/kg 超検出された品目。 

※○の品目は国民健康・栄養調査の摂取量上位品目。 

 なお、★、◇と○いずれも該当する品目の場合は、★を記載している。 
 

元木博人さん青年農業士に認定!! 

福島県青年農業士に、会津美里町旭寺入地区の元木博人さんが

平成２５年２月、新たに認定されました。よろしくお願いします。 

元木さんは、水稲ときゅうり、ブルーベリーの複合経営で、そ

のうち水稲とブルーベリーは有機栽培を実践しています。日本ミ

ツバチ養蜂業は、現在研究中です。 

なお、青年農業士として活躍された会津美里町鶴野辺地区の福

田真実氏が、平成２４年度末で退任されました。長い間のご尽力

に感謝いたします。今後とも、地域農業の発展にご協力をお願い

します。 

 (青年農業士 元木
も と き

博人
ひ ろ と

さん) 



昭和村 カスミソウ栽培３０周年 ～１００年産地を目指して～ 

夏秋期におけるカスミソウ出荷量が日本一を誇る昭

和村において、今年、カスミソウ栽培３０周年を迎え

たことから、去る５月１５日、１６日にかけ記念行事

が開催されました。 

 県内外出荷市場、生産者、種苗業者、関係機関等ら

約１２０名が参集し、交流会や記念講演が行われまし

た。 

１５日の交流会では同村でカスミソウの栽培が始ま

った昭和５８年当時、農業改良普及員として産地育成

に携わった星佐多男さん（南会津町）から、当時の課題や取り組みについて記念講話が行

われました。 

 そして１６日には、「今、カスミソウ産地に求めること」をテーマに、株式会社 フワラ

ーオークションジャパン 佐無田仁常務取締役から講演が行われました。 

 講演では、今の販売情勢からカスミソウが将来も消費者から支持されるためには安定供

給が欠かせないことが、主力産地である昭和村への期待とともにお話されました。 

昭和村では３０周年行事の一環として今後も各種ＰＲ活動が計画されています。１００年

産地を目指し、さらなる振興が期待されます。 

昭和村で献穀米御田植え式が開催されました!! 

献穀米は、宮中の恒例行事である新嘗祭に供えられ

るもので、各都道府県の篤農家が収穫し、献上するも

のです。その栄えある献穀者に今年度は昭和村の本名

昭司さんが選任され、去る５月２３日、昭和村佐倉の

本名さんのほ場で、御田植え式が行われました。昭和

村から献穀者が選ばれたのは初めてです。 

祝詞奏上や斎田清祓などの儀式に続いて、本名さん、

妻のミエ子さん、息子の昭広さんが田んぼに入り、ひ

とめぼれの苗を一株ごとに心を込めて手植えしました。  

 本名さんは「昭和３７年の就農以降、良質米生産に励んで参り、このたび献穀者として

推薦いただいたことは、この上ない名誉です。今後も、一生懸命栽培管理にあたり、胸を

張って皇居に参内できるように努めて参りたい。」とあいさつしていました。 

 秋には、本名さん御自身が収穫後の献穀米を手に皇居に参内して献上する予定です。 

漬物を製造販売している皆様へ 

平成 25 年 5 月 1 日より、個人、法人にかかわらず、漬物を製造販売する営業を開始す

る前に、届出が必要になりました。平成２５年５月１日以前から既に営業を行っている方

については、平成２６年４月３０日までに届出をお願いします。なお、漬物の販売のみを

行う方は、届出は不要です。詳しくは普及所または会津保健福祉事務所（電話：0242－29

－5516）へお問い合わせ下さい。 



 

新任者のご挨拶 

 

桜井
さくらい

 孝
たかし

 

群馬県出身 

作物担当 

原発事故から２年が経

過し平穏な空気が出てき

ましたが、小さな事故が

発生するたびに現実が浮

き彫りにされます。 

 全国に対する福島の復

興は、やはり会津が牽引

となるものと思います。 

旨い物・美しい物・安

全な物、これらを全国に

発信してゆきましょう。

会津にはそれらを生み出

す土壌が揃っています。 

 

佐藤
さ と う

 充
みつる

 

会津坂下町出身 

花き担当 

会津坂下町出身の佐藤

です！！ 地域の農業を

振興することで地域全体

が元気になるような活動

を関係機関・団体、そして

生産者の皆様とともに取

り組んでいきたいと思い

ます。地域に根ざした活動

を心がけて頑張りますの

で、よろしくお願いいたし

ます。 

    

 

山田
や ま だ

 康
こう

平
へい

 

郡山市出身 

作物担当 

金山普及所で水稲・大

豆・そば・雑穀などを担

当します、山田です。初

めて会津地方に参りまし

た。 

 金山町と昭和村はこの

地域にしかない地域特産

品が数多くあります。私

もみなさんと一緒に汗を

かきながら活動して参り

たいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

 

皆川
みなかわ

 歌
か

織
おり

 

会津若松市出身 

野菜特産担当 

今年 4 月より会津坂下

農業普及所に赴任し、野菜

特産と新規就農等を担当

しております。入庁して今

年で 3 年目になりますが、

前任地ではアスパラガス

担当として、これまで会津

坂下地域を巡回しており

ました。引き続き、皆様の

お役に立てるよう、より一

層業務に努めて参りたい

と思いますので、よろしく

お願いいたします。 

    

 

金丸
かねまる

 雄
ゆう

太郎
た ろ う

 

神奈川県出身 

作物担当 

 

『編集長!!』 

 はじめまして。新しく赴任し、水稲やソバ、ムギ

などを担当します金丸です。今年の３月に大学院を

卒業しました。分からないことがたくさんあります

が、一緒にがんばって皆さんの力になりたいと思い

ますので何かありましたら遠慮なく声をかけてくだ

さい。よろしくお願いいたします。 

 


